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焼 和尚 は、 一 人で 住んで いた。 細君と、 めつ かち (眇) 

の 息子と があった が、 この 二人 は 半里 ほど はなれた 町 

に 住ませて 置いて、 自分 一人 植木 を 弄ったり、 軸物の 

観賞したり、 彫り もの を 眺めたり、 まるで 退屈で 困る 

顔 をして いるので、 或る 女 —— 寺に 虞美人草の 種子 を 

ま たん 力 

蒔く と 檀家に 死人が 絶えな い と いう 伝説 を 信じ ている 

女 —— など は、 「あの 焼 和尚め、 誰か 死ねば いいと 思つ 

て、 虞美人草の 花 を 植え やが つたから」 と 言って 憤慨 

していた。 

併し 彼 は、 決して 死人の 出る の を 望んで いるので は 

なく、 女の 出来る の を 望んで いたの だ。 一 つ は 自分が 



私 は、 そんな こと を 思う と、 どうして ろくな 〔# 「ど 

うして ろくな」 は 底本で は 「どうして ろくな 匕 絵が 描け な 

い のだろう と 思 つ た。 そんな はず は 無い ように も 思 つ 

たが、 この 老人の 言う ことに、 間違い は 無い ように も 

思われた。 

「わしに、 煙草 を 御馳走して くれる かな ご 

再度 生 老人 は、 私の 父に 言った。 

「さあ。 どうぞ、 どつ さり 」 

きせる 

父 は 煙管 を 拭いて 彼に 渡した。 

「わし は、 煙草 を 買う 金 もない ほど 貧乏して いるの 

じ や。 しかし、 それ は 苦にならん。 わし は、 立派な 絵 



し はそう いう 性分 じ や ご 

< ちょう 

彼 は、 私達に は わざとら しいよう に 思われる 口調で 

言った。 

しばらく してから、 私 は、 「俺 さ、 天神 様の 絵 を 描い 

て 呉 いんか ご と 頼んだ。 

「天神 様の 絵と な。 どうす るの じ や ご 

父が 傍から、 私に 代わって、 私が 信仰深い 子供で、 

床の間に 天神 様の 絵 を かけて、 朝晚 それにお 燈明を 

焚いて、 お参りしたがって いる こと を 話した。 

「それ はいい ことじ や。 気が 向いたら 描いて やる ご 

と 老人 は 言った。 



和尚 はたびた び 私の 家に 風呂に 這^りに 来たが、 再 

度 生 老人 は、 一度 父が 綿入れ を やった 時 来たき リ、 も 

うやって 来なかった。 和尚 は 来る たび ごとに、 再度 生 

老人の こと を 悪く言った。 

「あの 爺 は、 再度 生 老人 だなん て、 名ば かリ 偉くて、 

何もろ くな もの は 描け ねえよう でが すな。 どこから 頼 

まれで も、 俺が 頼んでも、 さっぱり 描き いんから な。 

気が 向かね え、 気が 向かね えって 描き いんで がすから 

なご 

じん つ あま 

「そんな ご どもが すめ えぞ。 あの 爺 様 は、 —— 金の 

こと を 考えた ので は、 ろくな 絵 は 描け ねえ。 貧乏 は 苦 



の は、 今にな つて 見る と、 中学生の 図画と 選ぶ ところ 

がない ほど、 ひどく 下手な ものである。 私 は、 いつも 

この 絵 を 見る たびに あの 哀れな 老人の 上に 微笑 を 洩ら 

さずに はいられない。 

—— 昭和 三年 ( 一 九 二八 年) 『宇宙』 九月 号 —— 
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